
（別紙３）

～ 2026年　1月　16日

（対象者数） 18 （回答者数）
17

～ 2026年　1月　16日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・来年度に向けてのクラス編成を能力や性格を踏まえて行っ

ていきたい。

2

・

3

・職員が全員療育に入ってしまい、ゆっくりと話をお聞きで

きないことがあるので、職員配置にゆとりが持てるようにし

たい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・研修や指導内容の共有を充実させる

2

・人員を増やしていきたい

3

○事業所名 スピカ

○保護者評価実施期間
2026年　1月　6日

○保護者評価有効回答数

2026年　1月　6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・職員の技術や能力にややばらつきがある ・職員指導や研修などを行い、どの職員でも同じクオリティの

支援が行えるようにしていきたい。

・人員配置にゆとりがない ・人員を増やしていきたい

・低学年の小集団の学習支援 ・集中力の継続が難しいため、学習に必要な様々な基礎トレー

ニングを取り入れている。（宿題・運動・読み指導・ビジョン

トレーニング・今月の課題）

・小集団をいう利点を生かして、協力したり競い合ったりしな

がら、他者に気づきながら学ぶことができている。

・保育所等訪問支援を行っていること ・園や学校などの集団生活を訪問できることで、小集団だけで

は見られない課題を見つけられるため、療育に取り入れていく

ことができる。

・保護者支援に力を入れていること。また、送迎時に保護者と

のコミュケーションが取れることで、困り感を細目に聞くこと

ができる

・カフェスペースでゆっくりと待つことができる

・子どものことを共通理解をしているからこそできる話なども

あるので、できるだけ雑談も含めて保護者との会話を大切にし

ています。

・ドリンクサービスを行い、忙しい子育ての日々の中で安らげ

る人時にしていただきたい。

事業所における自己評価総括表公表


